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【方法】妊娠 ICR 系マウスに対して DEP を曝露 (DEP 200 μg / kg body 
weight / injection) を行った。雄性出生仔の行動解析として、Open field test 
により Locomotion を、Elevated plus maze test 並びに Hole board test に
より不安様行動を評価した。行動試験直後、脳を氷冷下で  Amygdala 
(Amy)、paraventricular nucleus of the hypothalamus (PVN)、Ventral/Dorsal 
raphe nucleus (VRN, DRN) を分画し、各試料中の Serotonin量及びその代
謝物量を HPLC 法により定量した。また、免疫組織化学染色により 
Serotonin と ΔFosB/FosB タンパク質の発現を解析した。 
【結果】Elevated plus maze test において、DEP 曝露群は対照群と比べて、
Open arm への侵入回数及び滞在時間の有意な減少が認められた。しかし、
Hole board test において、dipping 回数には両群間に有意な差は認めらな
かった。一方で、DEP 曝露群の PVN 及び DRN における Serotonin 量
及びその代謝物量は有意な亢進を認めた。さらに、DEP 曝露マウス DRN 
Serotonin ニューロンでの FosB タンパク質の発現亢進が観察された。 
【結論】胎仔期 DEP 曝露は不安様行動を惹起すること、また、そのメ
カニズムとして、Setoronin ニューロン起始核の慢性的な活性化が関わる
可能性を示唆した。 
